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６
月
４
日
、
三
成
幼
児
園
で
子
育
て
応

援
リ
ユ
ー
ス
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
子

育
て
用
品
等
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
こ
れ

か
ら
子
育
て
を
す
る
家
族
へ
譲
り
、
再
利

用
い
た
だ
く
取
り
組
み
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
家
庭
に
眠
っ
て
い
た
子
ど

も
服
や
絵
本
、
室
内
遊
具
な
ど
が
多
数
集

ま
り
、
子
育
て
中
の
家
族
が
必
要
な
も
の

を
譲
り
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
人
形
劇
の
公
演
が
あ

っ
た
り
、
カ
フ
ェ
も
設
置
さ
れ
た
り
し
て
、

家
族
で
楽
し
む
姿
や
交
流
す
る
姿
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
子
育
て

用
品
が
各
世
代
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
〝
ま
ご

こ
ろ
〞
を
つ
な
ぎ
、
同
時
に
子
育
て
家
族

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
輪
を
広
げ
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
横
田
幼
児
園
で
開
催
す
る
予

定
で
す
。
詳
細
は
、
子
育
て
応
援
情
報
サ

イ
ト
「
マ
マ
フ
レ
奥
出
雲
」
や
町
内
で
配

布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
で
15
回
目
と
な
る
田
植
え
交
流

会
が
５
月
30
日
、
阿
井
地
区
の
一
味
同

心
塾
前
の
水
田
に
て
行
わ
れ
、
町
内
外

か
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
「
米
づ
く
り
実
行

委
員
会
」
主
催
で
、
田
植
え
を
通
し
て

都
市
住
民
と
の
交
流
や
食
の
安
全
に
つ

い
て
考
え
よ
う
と
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
神
事
が
行
わ
れ
、
田
の
神

「
サ
ン
バ
イ
さ
ん
」
に
豊
作
を
祈
願
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
内
谷
田
植
え
囃
子

保
存
会
に
よ
る
華
や
か
な
田
植
え
囃
子

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
参
加
者
が
地
元
の
方
の
指

導
を
受
け
て
か
ら
水
田
に
入
り
、
手
植

え
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
泥
に
足
を
と
ら

れ
な
が
ら
も
着
実
に
植
え
て
い
き
、
あ

っ
と
い
う
間
に
田
植
え
を
終
わ
ら
せ
ま

し
た
。
今
年
も
島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
学
院
の
１
年
生
が
参
加
し
、
賑
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

　

今
後
は
水
田
管
理
を
行
い
、
秋
に
は

稲
刈
り
の
交
流
体
験
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

一味同心塾 中村成子館長

▼
マ
マ
フ
レ
奥
出
雲

　http://okuizum
o-tow

n.m
am
afre.jp/

　井上さんは、昭和34年長崎大学を卒業後、長崎大学病理学
教室、広島大学原爆放射能医学研究所、長崎大学原爆放射能
医学研究所助手、講師を経て、長崎市立市民病院内科医長、
部長として勤務。昭和54年に井上医院を継承し、これまでに
仁多郡医師会の理事、副会長、雲南地区医師会の理事、そし
て島根県医師会の理事として医師会の発展、医学の振興に注
力されました。
　また、地域住民の相談役として日夜いとわず対応し、地域
医療、学校保健、国民健康保険の推進に寄与されています。

　田村さんは、昭和47年に旧横田町消防団に入団し、平成９
年に横田分団長、平成11年に消防団本部付、平成13年５月か
らは副団長に就任されました。
　平成17年３月には、旧仁多町消防団と旧横田町消防団の統
合に尽力し、奥出雲町消防団においては統括副団長を務めら
れ、退団までの２年間は奥出雲町消防団の要職にありました。
　通算34年10ヶ月の間、消防の使命遂行に心魂を傾け、地域
における消防の発展に尽瘁されました。
　

旭日双光章　井上　晃さん（横田）

端宝単光章　田村 久夫さん（横田）
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奥出雲町ならではの子育ての取り組み
もっともっと子育てがしやすい町になるよう、様々な取り組みをしています。

保育所を経営基盤とし、
幼稚園教育の良さを活かした
幼保一体化施設「幼児園」。

嬉しい出産祝い金

第２子・第３子の保育料を軽減します。

多様化する保育ニーズに応えるための幼保一体化施
設である幼児園を全町に整備しています。これによ

り、発達年齢に応じた一貫し
た方針に基づく教育・保育が
可能となります。また、異年齢
児が一緒に過ごすことで得ら
れる教育効果もあり、子ども
たちの成長にも預ける側にも
メリットのある施設です。

出生されたお子様１人につき、
町内で使用できる期限付商品券10万円分を贈呈します。

幼児園に入園している家庭に、保育料や給食費等
様々な軽減をしています。詳細は、子育て支援課に
お問い合わせください。

※その他にも子育てに役立つ様々な施策があります。
　詳細は子育て支援課（52-2206）にお問い合わせください。

詳しくはこちらを
check！
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受賞おめでとうございます


